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受け皿 

特別危機管理銀行 

（足利銀行） 

受け皿（銀行） 

 

□ 一時国有化の終了パターン(預金保険法第 120 条第１項) 

 

 

 

（1）第１号（特別危機管理銀行と合併する金融機関が存続する合併） 

 

 

 

 

 

 

吸収 合併 

 

 

 

＊受け皿は、金融機関（銀行）である必要がある。 

  

 

 

 

 

 

（2）第２号（特別危機管理銀行と他の金融機関が合併して金融機関を設立する合併） 

 

 

 

 

 

 

 

                  新設  合併 

 

 

 

＊受け皿は、金融機関（銀行）である必要がある。 

 

 

 

 

受け皿 

特別危機管理銀行

（足利銀行） 

受け皿（銀行） 



 

（3）第３号（特別危機管理銀行の営業の譲渡） 

 

 

□ ケース１【一括譲渡】 

 

 

 

 

 

 

 

営業譲渡 

 

＊受け皿は、金融機関（銀行）である必要がある。 

                   ＊株式は 100％無償減資 

 

 

 

 

□ ケース２【分割譲渡：地理的（店舗毎・地区毎）分割、機能的分割】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            複数機関 

 

営業譲渡 

 

＊受け皿は、金融機関（銀行）である必要がある。 

＊株式は 100％無償減資 

 

 

特別危機管理銀行 

（足利銀行） 

受け皿Ａ（銀行） 

受け皿Ｂ（銀行） 

受け皿Ｃ（銀行） 

特別危機管理銀行 

（足利銀行） 

受け皿（銀行） 



 

（4）第４号（特別危機管理銀行の株式の譲渡） 

 

 

□ ケース１【株主の変更：１社で引受】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊受け皿は、金融機関である必要はない。 

＊類似ケース：日本長期信用銀行 

 

 

□ ケース２【株主の変更：企業ｸﾞﾙｰﾌﾟ(数社)で引受】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊受け皿は、金融機関である必要はない。 

                         ＊類似ケース：日本債券信用銀行 

 

 

□ ケース３【持ち株会社の傘下に編入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊受け皿は、実質上銀行持ち株会社に限定 

株主 

預金保険機構 

株主 

受け皿 

投資会社、事業会社など 

特別危機管理銀行 

（足利銀行） 

○○銀行 

（旧足銀） 

株主 

預金保険機構 

特別危機管理銀行 

（足利銀行） 

株主 

メイン サブ サブ 

受け皿（企業グループ） 

○○銀行 

（旧足銀） 

株主 

預金保険機構 

特別危機管理銀行 

（足利銀行） 

受け皿（持ち株会社） 

銀行 旧足銀 

株主 株主 株主 

銀行 


